
平成 17年 10月 期  レ ーター級お上4t殊黙線技士ま験問題

壼転 「督  拷 樹 1 24回
 1時 間 法

(D 解 体は 容 えとして正しいと判断したものを一つだけ選よ 容察用紙の容欄に正しく心 、(マーク)し 〔ください

〔1〕 揺 繰航“形 馴■を開設しようとする者は どのよ    (4〕  無 繰従事を,セ のr61 HTの打正を受けなけれ1古な

うな手続をしをけれ市ならないか 正 しいものを次      ら ないのはどの場合か 正 しいものを栄 ううちから

のうちから酸  ヽ                  選 ′ヽ

1 謝 ltn号の続 を受けなiすれはならなヤ、          1 犠 の都由和阜を饗 したとき

2 馬 裸局の免許を申隷し 結 務大臣の免許を受け      2 ■ IPの資格の発計を受けるとき

なけれはならな↓、                      3 何 テを類 したとと

3 あ らかしめレーダーの個 1の予定鯛日を総務大      4 氏 名に変更を生じたとき

極に中告しないればならな↓、

4 船 加にレーダーをFruし そ の旨を増勅大臣に

Fuけ出て確認を受けなけれ|シような|■

〔2〕 次のFb■は 亀演法に規定する 「無線局Jの定義て   〔 5〕 無線従事者は 免許の取消し処分を受けたときは

6 a 1  E A : r h 5  € + E r E  t o * e l ' j
選ヽ

「無網高とは 鶏 協調痛及び無親詔席の 匡 コ を

行う者の総体をいう た だし 郵 言のみを目的とす

るものを含まない J

l を 理     2 保 す

3 操 作     4 点 検

その処分を受けた日から何日以内にその免許話を返

納しなければたらないか IEし いものを次のうちか

ら選ナヽ

1 30B     2  1 4日

3 10日     4   7ロ

〔3〕 次 の記述は 純綿に設置する篤繰航行のためのレ    〔 6〕 レ ーダー級海上特殊無線枝上の資格を泊する約 【

/ (絡 務大臣,七示するものを除く )の条件に      行 うことがで言る海岸局 鷲細局及コ聯柚のための無

関する無線設搬 |の規定であるか □ 内に入      線 航行局の無繰剤続の操作の範囲1ま 力 うどれか

れるべき,句 を下のを号から選ムヽ

1 レ ーダーの外部の電資装置で電″の質に影響を及

14ケ以内で完合に動作するものであり か つ        |ま きないものの技術操作

□ 以内に動作すること'(宮 る状層にあらか      2 レ ーダーのf て の技術操作

じめしておくこと,rrきること J              3 レ ーダーの外部の調整装置の技術操作

4 レ ーダーで電よの質に影響を与えないものの接術

1 10秒    2 15秒               掛 午

3 20秒    4 30秒

(1)



法

〔7〕 次 の:述 ま 秘 語の保護に関する電絞法の規定で    (lo, 即 ‖進  (屯技法第 ,,条 第4項の検査),イ Fわ
ある,f[=コ 内に入れるべき十句を下の番号から れる蹴 含は 次のとれか

巡‐ヽ

1 無 線局の再免計"与 えられたとさ

町可人も法律に〕般の定めがある場合を除くほか       2 無 繰従事者選籍コロを提出したとき

□ に対して行われる無線通信,催 受してその存       3 無 線甜痛の変更の工事を行ったとき

在著しくは内容を漏■し ■ はこれを9用 してはな      4 臣 時に電破の■帥の,tヒを命ぜられたとさ
らな,、と

1 通 信の相手方

2 特 定の相手方

3 す べての相手方

4 す べての無柳弓

〔S〕 採 線高を連用する堀合において 空 中線電力は     〔 11〕 免 辞人は 免 許次に言磯 官れた事項に変更を生じ

遭難通信を行う場合を除き 次 のどれによらなけれ      た ときは ど うしなけね Jrsらないか 正 しいもの
はならないか                      を 次のうちから選オヽ

1 免 斜犬争に記枝されたものの範囲内で通信を行       1 免 謝末の訂正を受ける

うためZ妥 最小のもの                   ど  再 免計を中請する

2 免 許状尊に記載されたものの範囲内で通信を行       3 そ の旨を報告する

うため十分をもの                     4 直 ちに届け出る

3 通 信の相手方となる換翔うが要J市 るもの

4 無 線局免許申話書に記役したもの

t91 無 練従事者の免許を取り消されることがある場合    [12〕  再 免薄を受けた策繰局は 従 前の案結局の照線鞍
は 次 のどね"、                       査 語をどのように取り扱わなければならないか 正

しいものを次のうちから選オ、

1 免 話花を失つたとき

2 電 渡法に違反したとを                  l n免 許状とともに返納する

3 日 本の回綺を有しな,■者となったとき           2 新 たなものに取り草える

4 ,き 続ど0簡月以上無線認綜の操作をイrわなか       3 そ のまま維協して使〕1する

つたとを                         4 1年 間保存する

fr l+v \2)


